
＜様式 6-5 学校教育活動支援事業成果報告書＞ 

 
【教育活動の名称】 ICT活用によるオンライン発表会で学びを紹介しよう 

 

【学校名】 湖南市立 石部小学校 

 

１ 本校の概要 

本校区は、東海道五十三次の宿場町として栄えた歴

史ある地域である。街道沿いは宿場町としての面影を

残す一方、集合型住宅も多く建ち並び、都市化の様相

を呈している。本校は明治７年に創設され、本年は創

立１５０年目となる。地域住民の学校に寄せる思いは

特別のものがある。学校運営協議会を設置し、コミュ

ニティ・スクールとして１０年目を迎え、活発に活動

しています。校区に対象地区があり、参加対象者を全

校に広げて子育て支援事業を行っている。 

 

２ 取り組んだ内容 

（１）「私たちの地域」オンライン発表会 

～自分たちの地域の魅力を伝え合おう～ 

３年総合学習「私たちの地域調べ」の学習において、

地元である石部の町の特色を調べた。実際に現地でフ

ィールドワークを実施し、記録写真を撮ったり、イン

ターネットを活用したりしながら、地域にある伝統的

な建造物や商店、地域の景色等を調べた。 

単元のゴールとして、同じ市内にある菩提寺小学校、

水戸小学校の３年生に向けて ICT 活用の１つとして、

テレビ電話を活用し、オンライン発表会を実施した。

同じ市内でありながら、場所によって景色やそこにあ

る建造物の違いや地域の特色の違いに気付くことがで

き、より湖南市の魅力について知り、郷土愛を深める

ことができた。現地に住む人だから感じられることを

伝えることで、より深い知識と学びへとつながってい

けるよう伝える内容の精選をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）FSに向けたオンライン交流会 

～自分たちの自己紹介を伝え合おう～ 

 ５年総合学習「びわ湖環境学習」において、今年度は

同じ市内の菩提寺小学校と学習船「うみのこ」に乗船

をし、琵琶湖を舞台にして１泊２日の日程で環境学習

に取り組んだ。 

 少しでも両校のことを伝え合うために、またうみの

この船内でともに学ぶ同じ班の仲間たちと少しでも早

い段階で仲良くなり交流へつなげていくために、事前

に石部小学校と菩提寺小学校の両校でテレビ電話を活

用し、オンライン交流会を実施した。 

 同じ班で活動する仲間と事前に交流ができたこと、

また、自分の自己紹介をしたり、相手の自己紹介を聞

いたりすることで、親近感を持った上で、フローティ

ングスクールに臨むことができた。当日は、顔を合わ

せると、お互いの共通の趣味の話で盛り上がっている

姿も見られた。 

 

 

 

 

 

３ 活動の成果 

◯質問に対して、書いてあるものを読むだけではな 

 く、自分の言葉で話す力が身に付いた。 

○相手にわかりやすく伝える話し方について、話 

 すスピードや目線、声量などを意識しながら発 

 表することができた。 

○相手の笑顔が見られ、楽しく活動を進めること 

 ができた。 

◯石部の町とは違う地域の様子を知ることができ、

「また行ってみたい」と感想で伝える児童が多かっ   

た。 

○なかなかフィールドワークに行くことができない

地域の様子を現地に住む児童の生の声で聞けるこ

とで興味関心の高まりが見られた。 

○オンライン発表会での取組のさらなる可能性を感

じた。 


